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九州大学　持続可能な社会のための決断科学センター

　今ほど決断が求められている時代はありません。私
たちの社会は、地球温暖化、大規模災害、高齢者の医
療コスト増など、さまざまな課題に直面しています。
これらの課題には大きな不確実性があり、しかも社会
的な利害対立があります。これらの課題に対するリー
ダーの決断が、社会の未来を大きく左右する時代を迎
えています。
　博士課程教育リーディングプログラムは、全体を俯
瞰し、問題を解決できるリーダー養成を目標に掲げて
います。とくにオールラウンド型では、人文社会科学、
生命科学、理工学を統合した教育が求められています。
しかし、知識重視の教育だけでは、決断力や実行力は
育ちません。
　どうすれば決断力・実行力のあるリーダーを育てる
ことができるでしょうか？本プログラムの戦略は２つ
です。ひとつは現場での実践経験を積ませることです。
決断科学大学院プログラムでは重要な社会的問題の解
決に向けた共同研究を進めています。この共同研究を、
究極的な問題を解決するという意味で、プロジェクト
Z と呼んでいます。この現場で大学院生を育てます。
もうひとつは、経験を一般化しながら、オールラウン
ド型の新しい科学として「決断科学」を作ることです。
　科学の成果を社会的問題解決に生かすには、何らか
の対策を選ぶ必要があります。多くの選択肢の中から
どの対策を選べばよいか？この問いに答えるのが決断
科学の役割です。

プログラム責任者
九州大学理事・副学長

プログラムコーディネーター
九州大学大学院システム生命科学府  教授

安浦 寛人

矢原 徹一

生物多様性調査の現場にて
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Members
決断科学大学院プログラムは、５つの学際的な教育研究ユニット（環境・災害・健康・統治・人間モジュール）
および総括担当チームと、学内研究院からのプログラム担当教員・プログラム専任教員・大学院生ごとのモジュー
ル横断的な会議からなるマトリックスによって運営されます。

構成員
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九州大学　持続可能な社会のための決断科学センター

Curriculum
決断科学大学院プログラムでは３つの学識（専門性、学際性、統域性）と、４つの実践的スキル（研究提案力、
プレゼンテーション力、指導力、国際力）を養成するために、以下のカリキュラムを設けます。カリキュラム編成
にあたっては、たくさんの科目を立てることを避け、できるだけシンプルな構成にしました。プログラム学生が主
体的にさまざまな課題に取り組むことを基本にしています。

Mentoring system
プログラム学生一人に対して二人のプログラム専任教員をメンターとして配置し、専門の枠を超えて学術的指導を
行っています。その内容は、日本学術振興会特別研究員、民間助成制度、学内助成制度に応募する経験を通じて、
説得力のある研究計画を提案し、研究資金を獲得するための申請書作成指導、学術論文作成指導、専任教員の
フィールドワークへの同行など、多岐にわたります。大学院生活に関する精神的なサポートも行っています。
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カリキュラム

メンター制度
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Environment Module
環境モジュールでは、急激な環境や社会の変動の中で「生物多様性などの自然劣化をどう防ぐのか」、「食糧生産・
エネルギー供給と環境保全を両立させ、持続可能な環境利用をどう実現するのか」、「多様な地域社会のあり方を
どのように再構築していくのか」などの様々な環境と社会の諸問題について学生の皆さんと一緒に考え、解決の
方策を模索しています。環境モジュールでは、特にカンボジアと屋久島を「プロジェクト Z」と位置づけて精力的
に活動しています。

カンボジア実習では問題解決に向けた専門的かつ実践的な実習を
行うために、カンボジア森林局・水産局、Conservation Interna-
tional、シェムリアップ淡水魚研究所からの協力を得て、自然科学と
社会科学的観点の両面から実施しています。自然科学的な観点から
は、昆虫や水生生物、植物などインベントリーを作成し、生物多様
性の実態の把握を目指しています。またドローンを活用した森林情
報の収集とデータの解析に関する実習も行っています。一方で社会
科学的な観点からは、大規模な開発が進行している地域、エコツー
リズムやコミュニティフォレストリーを実施している村における地域
住民への聞き取りと参与観察を通して地域社会の背景や動態の理解
にも努めています。さらに、カンボジアが直面する様々な問題への
理解を深めるため、渡航前の事前学習としてカンボジア実習と関連
する問題についてグループ間でのディベートを実施し、そして実習
後には問題解決セミナー等の授業で実習活動の振り返りを行ってい
ます。これらの活動を通して、カンボジアの人々や関係機関と協働
しながら、問題の把握ならびにその解決策の立案を目指しています。

カンボジア実習

屋久島実習では、「ヤクシカの持続的な管理」に取り組んでいます。
屋久島には多くのヤクシカが生息しています。ヤクシカは屋久島の
生態系の一部である一方で、下層植生の食害や農林業被害などの
深刻な獣害を引き起こしています。屋久島実習では、島内の住民、
猟友会、商店などの諸施設、林野庁や環境省の方々などへの聞き
取りと、狩猟や解体、集落の行事、農作業等における参与観察を
通じて地域社会における問題の背景の把握に努め、解決方策を模
索しています。また「屋久島内の淡水棲生物調査」、「ヤクシカの増
加による昆虫や鳥類への影響調査」、「森林計測や林業関係者への
聞き取り」に関するフィールドワークも行っています。

屋久島実習

6

森の中の昆虫相を調査

投網を投げる学生

雨の中の樹木調査

地域住民との交流

環境モジュール

シカの精肉作業を見学 昆虫調査実習：トラップを設置中
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Disaster Module
災害モジュールでは、災害時の被害を最小化し、災害に対する復興力の高い社会システムをつくることを目標とし
ています。国内外の現場を対象とし、大規模災害発生時の現地調査や復興過程のモニタリング、災害に対してレ
ジリエントな地域づくりを教員と大学院生が協力して取り組んでいます。

2015 年 9 月 14 ～ 21 日にかけてインドネシアのジャワ島において、
メラピ山の周辺地域とバンドン郊外に位置する、小水力発電を生活
基盤に取り入れたコンポンガン集落を訪れ、「大災害が生じたときに
どういう形で生活を復旧していくか？」をテーマに現地の人々に聞き
取り調査を行いました。メラピ山では高標高（危険な場所）と低標
高（安全な場所）のそれぞれの住人にインタビューを行い、また、
コンポンガン集落では小水力発電を生活基盤として比較的裕福な生
活を行っている家庭と村の平均的な生活を行っている家庭のそれぞ
れにインタビューを行いました。同じ災害多発地域の住人であって
も生活環境や生活レベル、また、立場によって、復旧・復興や、社
会のレジリエンスのあり方に対する考えに大きな違いがあるというこ
とを肌で感じ学びとる良い機会になったと思います。

インドネシア実習

2016 年 5 月 2 日に平成 28 年熊本地震で被災した熊本県上益城
郡益城町の現場視察及び復旧作業を行いました。午前中は益城町
内で最も家屋倒壊被害が甚大であった安永地区及び避難場所の視
察、午後に津森地区にて復旧作業のボランティアを行いました。計
3 軒の家屋にて、地震によって落下した瓦の撤去を行いました。今
回の実習は、報道では感じることのできない被害の凄惨さや現場の
雰囲気を学ぶ良い機会となりました。

熊本震災復旧ボランティア活動

被災者と復旧ボランテイアに参加した学生たち

倒壊家屋瓦の除去作業
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Health Module
健康モジュールでは、人々の健康や生命を維持・増進させる事を目的とし、情報科学技術および公衆衛生学的手
法等を用い、様々な環境条件で生じる健康上の問題解決を目指しています。地理的条件、気候、宗教、文化、生
活習慣など、国や地域の特徴をふまえた社会環境全体を把握し、そこでの保健医療状況や、災害有事対策、健
康政策などの問題点を発見し、統域的解決を探るプロジェクトを実施しています。

健康モジュールでは国際共同研究 I・II（海外実習）としてインド・
ジャイプルを実習地の１つとしています。2016 年 3 月 6 日から 3
月 13 日までの 8 日間、初めてのインド・ジャイプル実習を行い、
教員３名と学生６名が参加しました。インド・ジャイプル実習は、ジャ
イプルにある Biyani 大学、バングラディッシュのグラミン・コミュニ
ケーションズ、九州大学の連携で実施されています。
実習の目標は以下３つでした。
1. インド・ジャイプルにおけるポータブル・ヘルスクリニック（PHC ※）
導入のプロセスを見学する。
2. インド・ジャイプルの文化、歴史、習慣に触れる体験をする。
3. テーマ（課題）を持ちながら実習に取り組み、解決策を立案する。
インド・ジャイプルでは以下の PHC の健診項目を見学しました。 
1) 採血 ( グルコース、コレステロール値等 )、2) 検尿 ( 尿酸、尿た
んぱく等 )、3) 身体計測 ( 身長・体重、腹囲、腰囲 )、5) 歯科健診、
6) 脈拍数・不整脈、7) 血圧測定、8) 血液内の酸素値・心拍数 

インド実習

健康モジュールでは 2016 年熊本地震で被災した住宅、避難所、
病院、テント、トレーラーハウス、仮設住宅等のシェルターで暮ら
す人々の健康と安全について 1995 年阪神淡路大震災からの比較調
査をしています。歯学府、システム生命科学府、工学研究科 4 名と
教員1名が4月から被災現場に入っています。健康モジュールでは「途
上国と先進国（日本）で本当に災害後に保護される人間の安全保障
の状況は異なるのか」ということを繰り返し学生に問う講義をしてき
ました。ケニアからの留学生は益城町の小学校の体育館の避難所
を見て「ひどいのは途上国と同じだ」という考えに納得したと感想
を言っています。
引き続き熊本地震のシェルターとおける被災された方々の健康と安
全の調査を行っていきます。

熊本地震フィールドワーク

※ PHC とはグラミン・コミュニケーションズと九州大学がソーシャル・ビジネスや研究活

　動の一環として行っている無医村や災害地域における移動型健康診断システムです。

Biyani 大学内にて現地学生との意見交換会

PHC トレーニングで歯科検診のサポートをする学生

益城町の住宅倒壊現場の様子を視察

避難所運営について小学校長先生からレクチャー ボランティアセンター 被災者のリクエストにより避難所で母国の国歌斉唱
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Governance Module
統治モジュールでは、持続可能な地域社会の構築という観点から、政治・経済・法制度・文化・社会など多様なスケー
ルを視野に入れた「より良いローカルガバナンス」とそこでの「決断プロセスモデル」を確立することを目標とし
ています。福岡県八女市、長崎県対馬市、韓国の済州島や慶尚南道などを主なフィールドとして、地域社会にお
ける具体的な課題の検討とその国際比較を行います。頻出する地域課題の構造と利害当事者関係の概括的な理
解、また課題解決への実践的取り組みを行いながら、社会が自らを円滑に統治する「ガバナンス」のあり方を探
求することを目指しています。

統治モジュールでは韓国を主たる海外実習の舞台としています。韓
国の慶尚南道居昌郡では、増え続ける都市部からの移住者への対
応やコミュニティビジネスの役割について行政や地域住民への聞き
取り調査を行っています。また済州島では、同様に韓国本土からやっ
てくる移住者と地域社会を結びつける様々な集落（マウル）レベル
の取り組みについてヒアリングを行ったり、国際自由都市を目指した
政策下での中国人観光客の急増や中国資本の導入が地域社会に与
える影響について調査を行っています。

韓国実習

対馬も統治モジュールの重要な実習フィールドです。放棄地を開墾
した水田で田植え体験を行いながら、農業と生物多様性、食文化
に配慮した限界集落での地域活性化の事例を学んだり、地元漁師
への聞き取りを通して対馬における漁業の現状や課題、地域への
影響を調査しています。また、急増する韓国人観光客が島社会に
どのような影響を与えているのかも重要な実習テーマです。さらに、
地元高校生と共同フィールドワークを行いながら、若者が地域づく
りの担い手となる可能性を模索する取り組みも始めています。

対馬実習

お茶で有名な八女は、農業だけでなく伝統文化や工芸が色濃く残る
地域であり、八女福島の伝建地区や伝統工芸、祭りなどを活用した
地域づくりの取り組みについて調査を行っています。また近年では、
ツーリズムによる交流人口の拡大と市民間交流の促進にも力を入れ
ており、地元高校生と協働して着地型観光プランを開発し行政に提
案するなどの取り組みも行っています。学生は各自のテーマに沿っ
て調査、実践を行い、年度末には八女市民の方々を招いて成果を
発表する実習報告会を開催しています。

八女実習

農業が盛んでリンゴなどの特産物をテーマにしたまちづくりを進める慶尚南道居昌郡

毎年八女市内で行われる実習報告会で、市民を前に各学生が一年間の実習成果を発表

八女学院高等学校との合同フィールドワークに向けて
モジュール学生がまちづくりの講義を実施 廃校を活用した八女市矢部村の杣のふるさと文化館で、かつての村の暮らしについて説明を受ける

上対馬高校とのまちづくり合同フィールドワークを前に、高校 2 年生の生徒に向けて自己紹介

生物多様性に配慮した地域づくりを目指す対馬市上県町志多留地区で、開墾された耕作放棄地の田植え作業を体験
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Human Module
人間モジュールでは人間をよりよく理解し、社会におけるさまざまな対立・不安を解消し、多様な価値観を持つ人々
の協力・協働を発展させることによって豊かな社会を作ることを目指しています。人間モジュールの学生は、他の
モジュールの活動にも積極的に参加を行い、決断科学の構築の上で中心的な役割を果たすことが期待されていま
す。また、フィールドでの大学院生の活動記録などの分析を行い、現場を経験した学生とともに、よりよい決断
のあり方を探ります。

人間モジュールのミッションの一つは、決断が行われる様々な現場
において有用となる「人間の意思決定過程」を理解し、一般化でき
る課題に適した決断プロセスを探ることです。そのためには、どのよ
うな現場でも通用できる問題解決に向けた決断の基礎スキルを学ぶ
ことが求められます。人間モジュールでは、伊都キャンパス内の宿
泊施設での実習を行い、これまで経験してきた様々な現場とは異な
るシミュレーション場面における決断過程のトレーニングを行ってき
ました。実習では、数日間に渡って、現実の問題解決場面をシミュレー
トした模擬場面を設定した意思決定課題に繰り返し取り組みます。
その中で、人間が情報を処理する知覚・認知過程、集団の中での人
間関係のあり方などを身に付けてもらいます。それとともに、意思
決定課題中の心理的・生理的ストレス状態を測定し、課題後に自己
省察を行います。これにより、決断時の自己理解も深めてもらいます。

決断シミュレーション実習

人間モジュールの学生は、人間モジュールとしての視点を持って、
他モジュールと連携して海外実習に参加しています。これまでの活
動では、フィンランドでの幸福感や食文化の調査や、インドネシア
でのプランテーションと製紙会社での聞き取り調査といった活動が
行われてきました。

海外実習
生物多様性に配慮した地域づくりを目指す対馬市上県町志多留地区で、開墾された耕作放棄地の田植え作業を体験

留学生が参加した決断シミュレーション実習英語セッション

環境モジュールと連携し、カンボジア実習で生態系調査を体験

健康モジュールと連携し、フィンランドで幸福感調査を実施

環境モジュールと連携し、インドネシア Gadjah Mada 大学で研究発表

環境モジュールと連携し、インドネシアの国立公園を訪問
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Integration team
総括チームは、本教育プログラム全体のマネージメントに携わります。5 つのモジュールを連携させて立体化し、「決
断科学」という学問を体系づけるため、多様な専門分野の教員から成り立ち、学生とともに多面的な活動を行っ
ています。

現代社会においては、異なる価値観、様々な利害関係者の間で対
立と調整が日常的に繰り返されています。これらの問題を解決する
には、人間全体についての深い理解が求められます。授業では、
統域的な思考力を持つリーダーを養成するために、心理学のみなら
ず経営学や経済学、生物学、哲学、文化研究、公共政策、情報科
学など、諸分野の知見を活用した演習を行っています。今年は「屋
久島は入島税を徴収すべきである。是か非か」という論題について
英語でディベートを行いました。

統域科学演習Ⅱ

指導力のあるリーダーを養成することを目標にして、毎年合宿形式
で行っています。学生が主体となって企画・運営することで、組織
内および組織間でどのようにリーダーシップを発揮するか、メンバー
間のチームワークやコミュニケーションをどのようにとるかなど、現
場体験から学ぶ場です。昨年に引き続き、今年も大分県佐伯市に
おいて２泊３日の研修を行いました。現場で働く地域の方々を訪問
して得た気づきや課題を、市民や行政の方々を相手にプレゼンテー
ションを行いました。

組織研修ワークショプ＠佐伯市
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Creative activities of students
IDS3 Newsletter Project

Institute of Decision Science for Sustainable Society (IDS3) predominantly conducts oper-
ations in the Japanese language. This is expected as most students and staff are Japanese.  
Recognizing the need to have a global view of problems in the world, students at IDS3 are 
subjected to international study trips to various foreign countries. English being one of the 
most widely spoken languages in the world, students have had to practice their English 
language ability to be able to present research papers at international conferences. 
For accountability purposes, IDS3 members regularly post activities in an internal Facebook 
group. Publishing these information, albeit selectively, would be beneficial to external par-
ties IDS3 sponsors, supporters and other researchers. A brainchild of Javadi-sensei with 
support from staff and students in IDS3, a tri-monthly newsletter in English was initiated to 
in order to reach out to a wider readership range and increase awareness of IDS3 activities. 
A well honed editorial team, led by the editor in chief, Yoshihiko Kanegae, an IDS3 staff,  is 
student based and includes: Brian Iwana, Jecinta Kamau, Yuki Kubo, Kazuki Tagawa, Qirui 
Yao, and two newly joined students, Xu and Sun. An advisory board consisting of IDS3 lec-
turers supports the students in proofing articles and in the publishing process. It includes, 
Dr. Andrew Rebeiro-Hargrave, Dr.Firouzeh Javadi and Dr. Fumihiko Yokota. Dr. Kun Qian, 
also an IDS3 lecturer designs and publishes the newsletter. 
The activity is not only beneficial to English speaking readers interested in IDS3, it is also 
provides a great learning opportunity for students involved in the project. For every re-
lease, one student is selected as the group leader with the role of leading the student team 
in choosing a theme, collecting articles, and ensuring the budget schedule is followed as 
much as possible. With students from different backgrounds and with varying workloads, it 
is challenging for the group leader to ensure the newsletter work load is distributed appro-
priately so an not to interfere with student’s research work . They also learn personal time 
management in balancing personal, research and IDS3 newsletter time. 
After releasing each newsletter, the entire team goes out for an ‘otsukare’ dinner, providing 
a chance for members to bond and grow interpersonal skills.

                                                                                       by Jecinta Kamau

                                                                           　              Proposer of IDS Newsletter Project

▲これまで発行した４号のカバーページ。
　2015 年 9 月に創刊号を発行し、季刊ベースで発行を続けています。
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学生の自主的な研究活動

編集会議の風景



九州大学　持続可能な社会のための決断科学センター

Project Y

プロジェクト Y の一つ「熊毛四島を題材に地域に根ざした環境保全
のあり方を学ぶ」では、屋久島の低地照葉樹林に焦点を当てた実
習を行っています。屋久島の低地照葉樹林帯は世界遺産と評価され
る垂直分布の基礎となる森林であり、近年新種の発見が相次ぐ菌従
属栄養植物に象徴される豊かな森です。しかし、自然保護は屋久
杉や高山植物が特色的な高標高地域にばかり目が向けられてきまし
た。その結果、現在もなおヤクシカによる過採食やスギ植林に伴う
伐採、林道および治山ダムの設置といった攪乱にさらされています。
そこで、本実習では、地元の方々と連携して保全の基礎となる植生
調査を進めています。

					             開講者　廣田 峻

椨川下流域での植生調査では、ベルトトランセクトと呼ばれる方法
で 100 × 5m の区間における植物の種類や樹木のサイズの測定を
島民の方々と一緒に行いました。今回が植生調査初体験であった
須藤の素人目には一見同じようにみえる植物達が、プロの手によっ
て次々に同定されていくと実はかなりの多様性があることがわかり
非常に驚きました。葉の形や葉脈、胞子のつき方や枝の色・形な
どのいくつもの手がかりを駆使して同定していくプロセスは難しくも
あり、楽しくもありといったところです。島民の手塚さんは、現在、
河川の直近の植生の保全はなされているが、それだけでは不十分
でありこれからは連続性をもった森林全体の保全をしていく必要が
あると仰っていました。実際、下流域への移動の途中にあった杉を
伐採したエリアは伐採後そのまま放置された荒れた状態となってお
り、この区画の森林が丸ごとなくなることで周辺の樹木等の湿度や
日照の環境が著しく変化する、あるいはこのエリアの土砂が崩れや
すくなるなどの悪影響が懸念されます。今回のトランセクト調査を通
して数多くの植物を観ることができたのですが、ジャコウシダが観
察できなかったのが残念でした。

			         参加学生　須藤 竜之介

フィールドワーク入門
「熊毛四島を題材に地域に根ざした環境保全のあり方を学ぶ」
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Gallery

対馬学フォーラムで、対馬の郷土食の伝承力調査について市民に説明するプログラム学生。
市民投票によるポスター賞を受賞した。

カンボジア実習　帰宅後の昆虫標本整理作業

山形県長井市にて食育と食文化伝承のワークショップ

インドネシア実習　林業公社のチーク林を訪問
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Gallery

カンボジア実習　コミュニティフォレストでの聞き取り調査

屋久島の獣害対策の一環としてヤクシカを食材に九大祭に出店
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カンボジア実習
猛暑の中、冷たくきれいな湿原で思わず水浴び

九州大学生物多様性保全ゾーン実習　カメトラップ設置作業

2015 年度国際シンポジウム
まちづくりの哲学と手法を九大生が考える国際ワークショップ

2016 年度決断科学プログラム新入生歓迎会

2015 年度オールラウンド型７プログラムシンポジウム

カンボジア実習　集落にいる子供たち
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九州経済調査協会 BIZCOLI で開催された学生の自主的活動「サイエンスカフェ」
主催イベント「決断科学とは何か～科学的決断力を高める」

インド実習　Biyani 大学前にて

フィンランド実習　北極圏内に到着

インドネシア実習　キャノピーウォークによる植生調査
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Gallery

韓国実習　伝統的コミュニティが今なお残る韓国慶尚南道居
昌郡の集落において、寄り合い処に集まった地域住民と交流

九州経済調査協会 BIZCOLI で開催された学生の自主的活動「サイエンスカフェ」主催イベント
「決断科学とは何か～科学的決断力を高める」にて司会を務めた学生

カンボジア実習　作業の一息で夕日を眺める学生インドネシア実習活動が地元紙に報道

カンボジア実習　ドローンを使った森林調査

インドネシア実習　集落での聞き取り調査
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